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徒
然
草
烏
丸
本
系
統
平
井
聖
博
士
蔵
本
の
第
一
類
的
性
格
齋
藤
彰
序
『
徒
然
草
』
烏
丸
本
系
統
は
、
第
一
類
桃
園
文
庫
本
嵯
峨
本
野

初
刻
十
巻
本

、
第
二
類
烏
丸
本
（
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
））
烏
丸
光
廣
奥
書
刊
本

古
活
字
版

）

日
本
大
学
文
理
学
部
図
書
館
蔵
近
衛
信
尹
本
（
註
１
）
野

再
刻
十
四
巻
本
、
第
三
類
田
中
忠
三
郎
蔵
本
（
註
２
）の
三
類
に
分
か
れ
る
。
第
一
類
本
は
正
徹
本
系
統
の
左
文
庫
本
と
幽
齋
本
系
統
第
一
類
や
第
三
類
に
近
似
す
る
本
文
の
性
格
を
持
ち
、
第
二
類
と
第
三
類
は
幽
齋
本
系
統
第
二
類
と
の
近
似
性
が
濃
い
（
註
３
）。
第
三
類
に
は
劣
化
性
を
認
め
る
。
第
一
類
に
嵯
峨
本
を
再
刻
し
た
十
行
古
活
字
本
、
嵯
峨
本
を
写
し
た
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
烏
丸
光
広
筆
本
（
国
文
學
中
世
四
一
五
一
）
が
あ
る
（
註
４
）。
本
稿
で
は
、
平
井
聖
博
士
蔵
本
に
つ
い
て
、
第
一
類
嵯
峨
本
及
び
第
二
類
烏
丸
本
や
第
三
類
田
中
忠
三
郎
蔵
本
と
の
本
文
異
同
を
分
析
し
て
、
そ
の
同
質
性
や
異
質
性
を
確
認
し
、
第
一
類
嵯
峨
本
を
主
と
す
る
第
一
類
的
性
格
を
分
析
し
た
い
。
な
お
、
嵯
峨
本
烏
丸
本
田
中
本
の
書
誌
本
文
に
つ
い
て
の
解
題
分
析
は
、
註
2の
論
文
を
参
照
す
る
。
平
井
聖
博
士
蔵
本
の
書
誌
解
題
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
金
茶
地
木
瓜
紋
特
装
帙
入
り
。
金
砂
子
中
央
題
簽
（
縦
一
一
八
糎
、
横
二
七
糎
）
無
記
。
縦
一
六
五
糎
、
横
一
六
五
糎
。
列
帖
装
枡
形
二
冊
。
表
紙
は
斜
線
に
桜
花
紋
の
金
襴
緞
子
原
表
紙
。
表
紙
左
上
の
霞
と
草
の
下
絵
入
り
金
紙
原
題
簽
（
縦
九
八
糎
、
横
二
七
糎
）
に
「
つ
れ

草
上
（
下
）」
と
あ
る
。
内
題
な
し
。
上
下
巻
見
返
し
布
目
金
紙
。
遊
紙
は
上
下
巻
と
も
に
前
一
丁
、
後
三
丁
。
上
巻
前
遊
紙
に
藍
地
卍

ぎ
模
様
。
本
文
料
紙
は
斐
紙
。
布
目
が
混
ざ
る
。
上
巻
本
文
料
紙
に
金
砂
子
、
金
泥
下
絵
に
笹
竹
、
萩
薄
、
水
流
水
草
、
松
林
、
稲
穂
が
あ
り
、
模
様
に
藍
地
卍
ぎ
、
藍
地
亀
甲
ぎ
、
薄
墨
霰
ぎ
、
薄
墨
稲
妻
ぎ
が
あ
る
。
下
巻
本
文
料
紙
に
金
砂
子
、
金
泥
下
絵
に
	葉
、
霞
、
竹
、
蝶
、
棕
櫚
、
萩
が
あ
り
、
模
様
に
藍
地
蜀
江
紋
、
藍
地
石
畳
模
様
が
あ
る
。
墨
付
上
巻
九
四
丁
、
下
巻
七
九
丁
。
総
計
墨
付
一
七
三
丁
。
一
面
十
行
。
一
行
一
七
字
な
い
し
一
九
字
詰
め
。
章
段
区
分
は
、
改
行
。
た
だ
し
、
継
続
、
前
段
行
末
も
あ
る
。
無
奥
書
。
烏
丸
本
系
統
。
江
戸
初
期
写
。
平
井
本
平
井
と
略
称
す
る
。一
平
井
本
の
章
段
区
分
平
井
本
が
前
段
に
継
続
す
る
章
段
は
、
第
一
段
第
二
三
三
段
の
計
二
章
段
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
行
が
末
尾
ま
で
詰
め
て
あ
り
、
改
段
が
不
明
確
な
章
段
は
、
第
二
段
第
二
六
段
第
五
一
段
第
五
六
段
第
五
七
段
第
六
四
段
第
六
七
段
第
七
一
段

第
一
〇
二
段
第
一
〇
八
段
第
一
二
五
段
第
一
二
六
段
第
一
四
五
段
第
一
四
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学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
九
一
五
号
四
八
～
五
八
（
二
〇
一
七
一
）
六
段
第
一
四
九
段
第
一
五
〇
段
第
一
七
二
段
第
一
七
九
段
第
一
八
〇
段

第
一
九
五
段
第
一
九
六
段
第
一
九
七
段
第
一
九
八
段
第
一
九
九
段
第
二
〇
四
段
第
二
〇
五
段
第
二
〇
八
段
第
二
一
四
段
第
二
一
八
段
第
二
二
三
段

第
二
二
四
段
第
二
二
八
段
第
二
三
二
段
第
二
三
九
段
第
二
四
〇
段
の
計
三
五
章
段
が
あ
る
。
平
井
本
が
章
段
を
細
分
す
る
例
は
、
第
八
〇
段
「
人
こ
と
に
我
身
に
う
と
き
事
を
」
の
「
法
師
の
み
に
も
あ
ら
す
」
、
第
一
七
五
段
「
世
に
は
心
え
ぬ
事
の
」
の
「
か
く
う
と
ま
し
と
」
の
計
二
章
段
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
段
「
い
て
や
此
世
に
」
の
「
み
か
と
の
御
位
は
」
「法
師
は
か
り
」
「め
て
た
し
と
み
る
人
の
」
は
前
行
が
末
尾
ま
で
詰
め
て
あ
り
、
細
分
が
不
明
確
で
あ
る
。
以
上
、
平
井
本
の
章
段
の
継
続
は
烏
丸
本
（
四
例
）
嵯
峨
本
田
中
本
（
三
例
）
よ
り
も
少
な
く
（
二
例
）、
前
行
が
末
尾
ま
で
詰
め
て
あ
る
た
め
に
改
段
が
不
明
確
な
例
は
嵯
峨
本
（
一
一
例
）
よ
り
も
多
い
（
三
五
例
）。
章
段
の
細
分
化
は
田
中
本
に
多
く
（
五
例
）、
烏
丸
本
（
三
例
）
に
次
ぐ
平
井
本
は
嵯
峨
本
（
二
例
）
と
一
致
す
る
。
二
嵯
峨
本
と
平
井
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
第
一
に
、
嵯
峨
本
と
平
井
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
三
九
例
の
内
、
異
文
六
例
を
列
挙
す
る
。
（
「
」
内
は
嵯
峨
本
平
井
本
、
〔
〕
内
は
烏
丸
本
田
中
本
。
傍
線
は
異
同
箇
所
を
示
す
。
以
下
、
同
）
第
一
〇
段
「
き
よ
ら
か
な
ら
ね
と
」
〔
き
ら
ゝ
か
〕
、
第
三
八
段
「
知
恵
ひ
い
て
ゝ
は
」
〔
出
て
〕
、
第
一
一
五
段
「
か
く
の
た
ま
ふ
は
た
そ
」
〔
誰
（
た
れ
）
〕
、
第
一
五
〇
段
「
天
性
天
骨
な
け
れ
と
も
」
〔
其
〕
、
第
一
五
九
段
「
に
な
む
す
ひ
と
い
ふ
は
」
〔
み
〕
、
第
一
六
七
段
「
み
た
ら
す
し
て
つ
ひ
に
」（
平
井
つ
ゐ
に
）〔
満
ず
し
て
終
に
〕
第
一
〇
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
き
よ
ら
か
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
龍
谷
中
田
、
幽
齋
第
一
類
桂
宮
幽
齋
第
二
類
永
青
幽
齋
第
三
類
）
と
烏
丸
本
田
中
本
「
き
ら
ゝ
か
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明

左
、
幽
齋
第
一
類
）
の
異
同
は
、
正
徹
本
系
統
幽
齋
本
系
統
に
既
に
あ
る
。
と
も
に
華
美
の
意
で
あ
る
。
常
縁
本
系
統
は
「
き
ら
ら
か
な
ら
ね
は
」
で
あ
る
。
第
三
八
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
ひ
い
て
ゝ
は
」（
秀
で
て
は
）
（
幽
齋
第
一
類
御
所

幽
齋
第
二
類
第
三
類
静
嘉
）
と
烏
丸
本
田
中
本
「
出
て
」
（
正
徹
本
系
統
、
幽
齋
第
三
類
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
の
異
同
は
、
古
態
の
後
者
が
本
来
の
本
文
で
あ
ろ
う
。
常
縁
本
系
統
は
「
は
い
て
ゝ
」、
幽
齋
本
系
統
第
一
類
は
「
い
て
ゝ
」、
幽
齋
本
系
統
第
三
類
日
大
は
「
は
透
て
」
で
あ
る
（
註
５
）。
第
一
一
五
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
か
く
の
た
ま
ふ
は
た
そ
」
（
正
徹
本
系
統
左
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
（
第
三
類
河
野
大
妻
を
除
く
）、
烏
丸
第
一
類
）
は
、
正
徹
本
系
統
左
本
以
降
烏
丸
本
系
統
第
一
類
に
至
る
本
文
で
あ
る
。
「
誰
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
本
龍
谷
、
幽
齋
第
三
類
河
野
大
妻
、
烏
丸
第
二
類
烏
丸
近
衛
）
は
、
古
態
性
を
示
す
正
徹
本
系
統
正
徹
本
龍
谷
本
以
降
幽
齋
本
系
統
第
三
類
河
野
本
大
妻
本
と
烏
丸
第
二
類
烏
丸
本
近
衛
本
の
本
文
で
あ
る
。
他
に
、
「
た
れ
」
（
田
中
）
「
誰
そ
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明
）、
「
た
れ
そ
」
（
中
田
）
が
あ
る
。
第
一
五
〇
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
天
骨
」
と
烏
丸
本
田
中
本
「
其
骨
」
の
異
同
は
後
者
が
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
の
古
写
本
群
で
あ
る
。
「
其
」
と
「
天
」
の
草
書
体
は
類
似
し
、
両
者
と
も
に
用
例
が
あ
り
、
文
意
が
通
る
（
註
６
）。
第
一
五
九
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
に
な
」
と
烏
丸
本
田
中
本
「
み
な
」
の
異
同
は
古
写
本
群
は
前
者
で
、
桃
園
文
庫
本
も
前
者
で
あ
る
（
註
７
）。
第
一
六
七
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
み
た
ら
す
し
て
つ
ひ
に
」
（
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
「
紊
ら
ず
し
て
」
の
意
。
「
こ
こ
ろ
さ
し
つ
ね
に
み
た
ら
す
し
て
、
終
に
物
に
ほ
こ
る
事
な
し
」
（
嵯
峨
）
の
文
脈
を
み
る
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と
、
「
志
（
目
標
に
向
か
う
気
持
ち
）
が
い
つ
も
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
何
か
に
つ
け
て
自
慢
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
」
の
意
で
あ
る
。
烏
丸
本
田
中
本
「
満
す
し
て
終
に
」
は
、
「
志
常
に
満
ず
し
て
、
終
に
物
に
伐
る
事
な
し
」
（
烏
丸
）
の
文
脈
を
み
る
と
、
「
志
が
い
つ
も
満
た
さ
れ
な
い
で
、
最
後
ま
で
何
か
に
つ
け
て
自
慢
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
」
の
意
で
あ
る
。
『
寿
命
院
抄
（
註
８
）』
以
来
、
『
礼
記
』
曲
禮
「
志
不
レ 可
レ 滿
。
樂
不
レ 可
レ 極
。
（
註
９
）」
を
典
拠
と
す
る
。「
不
可
」
は
、
禁
止
（
し
て
は
な
ら
な
い
）

不
適
当
（
す
べ
き
で
は
な
い
）
の
意
で
あ
る
。
烏
丸
本
田
中
本
の
「
満
ず
し
て
」
の
否
定
「
ず
」
は
、
『
礼
記
』
を
変
容
し
た
烏
丸
本
第
二
類
、
第
三
類
の
校
訂
本
文
で
あ
る
。「
つ
ひ
に
」
が
な
く
、「
み
た
ら
す
し
て
」
の
み
の
本
文
は
、
正
徹
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
第
一
類
東
大
松
井
御
所
太
宰
、
第
二
類
永
青
、
第
三
類
天
理
河
野

大
妻
梶
井
静
嘉
雲
母
で
あ
る
。
常
縁
本
系
統
以
降
烏
丸
本
系
統
第
一
類
に
至
る
「
み
た
ら
す
し
て
つ
ひ
に
」
と
と
も
に
古
態
性
を
示
す
。
第
二
に
、
嵯
峨
本
平
井
本
の
平
仮
名
に
対
立
す
る
烏
丸
本
田
中
本
の
漢
字
表
記
一
三
例
を
列
挙
す
る
。
第
五
四
段
「
ね
ん
こ
ろ
に
」
〔
念
比
〕
、
第
五
九
段
「
す
み
や
か
に
」
〔
速
〕
、
第
一
一
五
段
「
と
も
に
し
に
ゝ
け
り
」
〔
共
〕
、
第
一
二
八
段
「
夫
婦
を
と
も
な
ひ
」
〔
友
〕
、
第
一
三
四
段
「
い
は
ん
や
」
〔
況
〕
、
第
一
三
七
段
「
ひ
つ
き
」
〔
棺
〕
、
第
一
四
二
段
「
人
つ
ね
の
産
な
き
時
は
」
〔
恒
〕
、
第
一
四
二
段
「
衣
食
よ
の
つ
ね
な
る
う
へ
に
」
〔
尋
常
〕
、
第
一
七
〇
段
「
身
も
く
た
ひ
れ
」
〔
草
臥
〕
、
第
一
七
一
段
「
い
く
さ
を
」
〔
師
〕
、
第
一
七
五
段
「
た
ち
ま
ち
に
」
〔
忽
〕
、
第
一
九
五
段
「
ね
ん
こ
ろ
に
」
〔
念
比
〕
第
二
三
四
段
「
お
ほ
つ
か
な
か
ら
ぬ
」〔
覚
束
〕
第
五
四
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
ね
ん
こ
ろ
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹

左
、
常
縁
本
系
統
常
縁
菊
亭
岸
上
、
幽
齋
第
一
類
東
大
松
井
御
所
太
宰
幽
齋
第
二
類
幽
齋
第
三
類
天
理
河
野
大
妻
静
嘉
雲
母
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
古
態
性
を
示
し
、
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
を
承
け
て
い
る
。
烏
丸
本
「
念
比
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明
、
幽
齋
第
三
類
吉
田
烏
丸
第
三
類
田
中
）
は
、
「
ね
ん
比
」
（
正
徹
本
系
統
龍
谷
中
田
、
常
縁
本
系
統
卜
部
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
幽
齋
第
三
類
日
大
）
と
と
も
に
正
徹
本
系
統
以
降
の
本
文
で
あ
る
。
第
一
四
二
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
人
つ
ね
の
産
な
き
時
は
」
（
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
松
井
御
所
太
宰
第
三
類
天
理
静
嘉
雲
母

烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
正
徹
本
系
統
以
降
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
に
至
る
本
文
で
あ
る
。
「
常
」
（
正
徹
本
系
統
藍
表
紙
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
東
大
第
二
類
永
青
第
三
類
吉
田
河
野
大
妻
日
大
梶
井
）
は
幽
齋
本
系
統
に
多
い
。
「
人
つ
ね
の
産
な
き
時
は
常
の
心
な
し
。
」
は
、
『
寿
命
院
抄
（
註
）』
以
来
、
『
孟
子
』
勝
文
公
章
句
上
「
無
二
恒
産
一
者
無
二
恒
心
一
。
（
註
）」
を
典
拠
と
す
る
。
烏
丸
本
田
中
本
「
人
恒
の
産
な
き
と
き
は
」
は
、
典
拠
に
基
づ
く
校
訂
本
文
で
あ
る
。
第
七
一
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
い
く
さ
を
」
（
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
菊
亭
、
幽
齋
第
一
類
御
所
第
二
類
永
青
第
三
類
河
野
大
妻
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
正
徹
本
系
統
以
降
の
本
文
で
あ
る
。
「
軍
」
（
常
縁
本
系
統
常
縁
岸
上
、
幽
齋
第
一
類
桂
宮
松
井
太
宰
第
三
類
吉
田
天
理
）
「
軍
（
振
り
仮
名
「
イ
ク
サ
」
）」
（
幽
齋
第
一
類
臼
杵
東
大
）
「
軍
（
振
り
仮
名
「
い
く
さ
」
）」
（
幽
齋
第
三
類
静
嘉
）
は
、
常
縁
本
系
統
幽
齋
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
。
他
に
、
幽
齋
本
系
統
第
三
類
に
「
戦
」
（
幽
齋
第
三
類
日
大
梶
井
雲
母
）
が
あ
る
。
「
禹
の
ゆ
き
て
三
苗
を
征
せ
し
も
、
い
く
さ
を
か
へ
し
て
徳
を
し
く
に
は
し
か
さ
り
き
。」
の
文
章
は
、
『
寿
命
院
抄
（
註
）』
以
来
、
『
尚
書
』
（
「
書
経
」
の
古
名
）
大
禹
謨
「
班
レ
師
（
中
略
）
敷
二
文
徳
一
」
（
註
）
を
典
拠
と
す
る
。
烏
丸
本
田
中
本
「
師
を
班
（
か
へ
）
し
て
徳
を
敷
」
は
、
典
拠
に
基
づ
く
校
訂
本
文
で
あ
る
。
第
三
に
、
嵯
峨
本
平
井
本
に
共
通
す
る
漢
字
表
記
に
対
し
て
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
す
る
平
仮
名
表
記
三
例
を
列
挙
す
る
。
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第
一
一
二
段
「
切
に
く
事
も
」
〔
な
け
な
げ
〕
、
第
一
五
七
段
「
攤
」
〔
だ
〕
第
二
二
一
段
「
紺
の
布
四
五
段
に
て
」〔
た
ん
〕
第
一
一
二
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
切
に
く
事
も
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明

左
、
幽
齋
第
一
臼
杵
桂
宮
幽
齋
第
三
類
吉
田
天
理
日
大
）
は
、
正
徹
本
系
統
陽
明

左
本
以
降
幽
齋
本
系
統
第
三
類
に
至
る
本
文
で
あ
る
。
烏
丸
本
「
な
け
く
」
田
中
本
「
な
げ
く
」
は
、
「
く
」
を
除
く
諸
本
の
本
文
で
あ
る
。
第
一
五
七
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
攤
」
（
正
徹
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
御
所
第
二
類
永
青
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
古
態
性
を
示
し
、
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
を
承
け
て
い
る
。「
だ
」
は
、「
攤
」
の
平
仮
名
表
記
で
あ
る
。
ほ
か
に
、「
双
六
」（
す
ぐ
ろ
く
す
く
六
す
く
ろ
く
を
含
む
）
（
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
東
大
松
井
太
宰
第
三
類
）
が
あ
る
。
第
二
二
一
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
紺
の
布
四
五
段
」
（
正
徹
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
御
所
幽
齋
第
二
類
幽
齋
第
三
類
河
野
大
妻
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
正
徹
本
系
統
以
降
桃
園
文
庫
本
に
至
る
本
文
で
あ
る
。
烏
丸
本
田
中
本
「
た
ん
」
は
、
常
縁
本
系
統
に
一
致
す
る
。
幽
齋
本
系
統
第
一
類
第
三
類
は
「
端
」
で
あ
る
。
第
四
に
、
嵯
峨
本
平
井
本
に
共
通
す
る
漢
字
表
記
に
対
し
て
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
す
る
漢
字
表
記
の
異
同
一
例
を
示
す
。
第
一
七
二
段
「
玉
を
は
し
ら
し
む
る
に
似
た
り
」〔
珠
〕
第
一
七
二
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
玉
を
は
し
ら
し
む
る
に
似
た
り
」
（
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
、
烏
丸
第
一
類
）
は
、
烏
丸
本
系
統
第
一
類
ま
で
の
本
文
で
あ
り
、
「
珠
」
（
烏
丸
第
二
類
烏
丸
近
衛
烏
丸
第
三
類
田
中
）
は
、
烏
丸
本
系
統
第
二
類
以
降
の
本
文
で
あ
る
。
他
に
、
「
た
ま
」
（
常
縁
本
系
統
菊
亭
岸
上
、
幽
齋
第
三
類
雲
母
）
が
あ
る
。
第
五
に
、
嵯
峨
本
平
井
本
の
脱
字
に
対
す
る
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
し
て
あ
る
語
句
の
異
同
三
例
を
列
挙
す
る
。
第
六
〇
段
「
萬
自
由
に
〔
し
〕
て
」
、
第
一
五
〇
段
「
〔
か
く
〕
い
ふ
人
」
、
第
一
七
七
段
「
よ
う
い
や
〔
は
〕
な
か
り
け
る
」
第
六
〇
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
萬
自
由
に
て
」
（
正
徹
本
系
統
左
、
幽
齋
本
系
統
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
烏
丸
本
田
中
本
「
萬
自
由
に
し
て
」
（
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
御
所
幽
齋
第
三
類
静
嘉
雲
母
、
烏
丸
第
二
類
烏
丸
近
衛
烏
丸
第
三
類
田
中
）
の
「
し
」
を
脱
字
し
た
正
徹
本
系
統
左
文
庫
本
以
降
の
本
文
で
あ
る
桃
園
文
庫
本
を
承
け
て
い
る
（
註
）。
第
一
七
七
段
嵯
峨
本
「
よ
う
い
や
な
か
り
け
る
」
（
正
徹
本
系
統
藍
表
紙
、
幽
齋
第
一
類
御
所
第
三
類
吉
田
天
理
宝
玲
、
烏
丸
第
一
類
嵯
峨
）
は
、
平
井
本

烏
丸
本
田
中
本
「
よ
う
い
や
は
な
か
り
け
る
」
（
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
第
二
類
烏
丸
近
衛
第
三
類
田
中
）
の
「
は
」
を
脱
字
し
、
反
語
を
疑
問
に
変
え
る
。
反
語
が
正
し
い
。
第
六
に
、
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
に
対
す
る
嵯
峨
本
平
井
本
の
増
字
七
例
を
列
挙
す
る
。
第
三
〇
段
「
つ
ゆ
忘
ら
る
ゝ
に
は
あ
ら
ね
と
」
〔
ナ
シ
〕
、
第
一
三
七
段
「
あ
ら
そ
ひ
は
し
り
て
の
ほ
り
て
」
〔
ナ
シ
〕
、
第
一
三
八
段
「
四
季
の
物
語
」
〔
ナ
シ
〕
、
第
一
六
一
段
「
お
ほ
や
う
は
た
か
は
す
」
〔
ナ
シ
〕
、
第
一
六
六
段
「
を
（
お
）
こ
な
ふ
事
い
と
な
み
ま
つ
こ
と
」
〔
ナ
シ
〕
、
第
一
八
一
段
「
鳥
羽
院
お
さ
な
く
て
お
は
し
ま
し
て
」
〔
ナ
シ
〕
、
第
一
八
八
段
「
こ
と

に
な
す
事
な
く
し
て
」〔
ナ
シ
〕
第
三
〇
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
つ
ゆ
忘
ら
る
ゝ
に
は
あ
ら
ね
と
」
（
正
徹
本
系
統
左
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
烏
丸
本
田
中
本
「
つ
ゆ
忘
る
ゝ
に
は
あ
ら
ね
と
」
（
正
徹
本
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系
統
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
、
烏
丸
第
二
類
烏
丸
第
三
類
田
中
）
に
「
ら
」
を
増
字
し
た
正
徹
本
系
統
左
文
庫
本
の
本
文
で
あ
る
桃
園
文
庫
本
を
承
け
て
い
る
。
第
一
六
六
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
を
こ
な
ふ
事
い
と
な
み
ま
つ
こ
と
」
は
、
烏
丸
本
田
中
本
「
い
と
な
み
ま
つ
事
」
（
正
徹
本
系
統
、
幽
齋
第
二
類
幽
齋
第
三
類
河
野
大
妻
静
嘉

雲
母
、
烏
丸
第
二
類
烏
丸
近
衛
烏
丸
第
三
類
田
中
）
に
共
通
す
る
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
と
「
を
（
お
）
こ
な
ふ
事
」
（
幽
齋
第
一
類
幽
齋
第
三
類
吉
田
）
を
取
り
合
わ
せ
た
独
自
異
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
菊
亭
本
を
除
く
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
第
三
類
日
大
本
は
「
ま
つ
事
」
で
あ
る
。
第
一
八
一
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
鳥
羽
院
お
さ
な
く
て
お
は
し
ま
し
て
」
（
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
諸
本
に
は
な
い
「
て
」
を
増
字
し
た
誤
写
の
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
を
承
け
て
い
る
。
第
七
に
、
嵯
峨
本
平
井
本
に
対
し
て
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
す
る
脱
字
二
例
を
列
挙
す
る
。
第
一
四
一
段
「
こ
の
一
言
葉
の
後
」〔
ナ
シ
〕、
第
一
四
二
段
「
よ
き
一
こ
と
は
」〔
ナ
シ
〕
第
一
四
一
段
烏
丸
本
田
中
本
「
こ
の
一
言
の
後
」
（
烏
丸
第
二
類
烏
丸
近
衛
）
は
、
「
一
こ
と
葉
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹

左
、
常
縁
本
系
統
常
縁
菊
亭
、
幽
齋
第
一
類
太
宰

幽
齋
第
三
類
吉
田
河
野
天
理
静
嘉
雲
母
）
「
一
こ
と
は
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明
中
田
、
常
縁
本
系
統
卜
部
岸
上
、
幽
齋
第
一
類
幽
齋
第
二
類
幽
齋
第
三
類
大
妻
、
烏
丸
第
一
類
平
井
）
「
一
言
葉
」
（
幽
齋
第
一
類
御
所
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
嵯
峨
）
「
一
言
は
」
（
幽
齋
第
三
類
日
大
）
の
「
葉
」
も
し
く
は
「
は
」
を
脱
字
し
た
誤
写
で
あ
る
。
第
一
四
二
段
烏
丸
本
田
中
本
「
よ
き
一
言
」
（
烏
丸
第
三
類
田
中
）
は
、
「
よ
き
ひ
と
こ
と
は
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
、
幽
齋
第
三
類
雲
母
）
「
よ
き
一
こ
と
は
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明
中
田
、
幽
齋
第
一
類
御
所
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
嵯
峨
平
井
）
「
よ
き
一
こ
と
葉
」
（
正
徹
本
系
統
左
、
幽
齋
第
三
類
河
野
大
妻
）
「
よ
き
一
言
葉
」
（
幽
齋
第
二
類
）
の
「
葉
」
も
し
く
は
「
は
」
を
脱
字
し
た
誤
写
で
あ
る
。
常
縁
本
系
統
常
縁
本
と
卜
部
本
は
「
よ
き
こ
と
は
」
、
常
縁
本
系
統
菊
亭
本
岸
上
本
、
幽
齋
本
系
統
第
一
類
幽
齋
本
系
統
第
三
類
日
大
本
静
嘉
堂
文
庫
本
は
「
よ
き
事
は
」
で
あ
る
。
第
八
に
、
嵯
峨
本
平
井
本
の
音
便
化
に
対
す
る
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
二
例
を
列
挙
す
る
。
第
一
九
段
「
霜
い
と
し
ろ
う
」〔
し
ろ
ふ
〕、
第
一
三
一
段
「
力
を
も
つ
て
」〔
も
て
〕
嵯
峨
本
平
井
本
の
ウ
音
便
促
音
便
を
認
め
る
。
第
九
に
、
嵯
峨
本
平
井
本
に
対
し
て
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
す
る
音
訓
の
異
同
二
例
を
挙
げ
る
。
第
七
〇
段
「
牧
馬
を
弾
給
け
る
に
」
〔
弾
じ
〕
、
第
二
一
七
段
「
所
願
を
な
さ
ゝ
れ
と
も
」
〔
成
ぜ
さ
れ
〕
「
ひ
き
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
龍
谷
中
田
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
東
大
松
井
太
宰
幽
齋
第
三
類
静
嘉
雲
母
）
が
本
来
の
本
文
で
あ
り
、
「
弾
（
振
り
仮
名
「
ひ
き
」
）」
（
正
徹
本
系
統
左
）

「
弾
（
振
り
仮
名
「
ヒ
キ
」）」 （
幽
齋
第
一
類
臼
杵
幽
齋
第
三
類
天
理
）

「
弾
」
（
幽
齋
第
一
類
桂
宮
烏
丸
第
一
類
嵯
峨
平
井
）
は
訓
読
で
あ
る
。
正
徹
本
系
統
陽
明
文
庫
本
は
「
ひ
き
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「
弾
し
」
の
音
読
に
訂
正
す
る
。
音
読
の
「
弾
し
」
は
、
幽
齋
本
系
統
第
一
類
御
所
本
幽
齋
本
系
統
第
二
類
幽
齋
本
系
統
第
三
類
日
大
本
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
烏
丸
本
系
統
第
二
類
近
衛
本
で
あ
る
。
烏
丸
本
系
統
第
二
類
烏
丸
本
第
三
類
田
中
本
は
「
弾
じ
」
で
、
濁
点
が
あ
る
。
第
二
一
七
段
嵯
峨
本
平
井
本
「
な
さ
ゝ
れ
と
も
」
（
常
縁
本
系
統
菊
亭
岸
上
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
東
大
松
井
御
所
太
宰
第
三
類
吉
田
静
嘉
、
烏
丸
第
一
類
桃
園

第
二
類
近
衛
）
は
、
常
縁
本
系
統
以
降
烏
丸
本
系
統
第
二
類
近
衛
本
に
至
る
本
文
で
あ
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る
。
嵯
峨
本
は
烏
丸
第
一
類
桃
園
文
庫
本
を
承
け
て
い
る
。
烏
丸
本
田
中
本
「
成
せ
さ
れ
と
も
」
（
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
常
縁
幽
齋
第
二
類
永
青
第
三
類
河
野
日
大

梶
井
雲
母
）
は
、
古
態
性
を
示
す
。
「
な
せ
さ
れ
と
も
」
（
常
縁
本
系
統
卜
部
、
幽
齋
第
三
類
大
妻
）
は
、
「
成
せ
さ
れ
と
も
」
を
訓
読
す
る
。
「
成
さ
れ
と
も
」
（
藍
表
紙
）
は
、
「
せ
」
を
脱
字
す
る
か
。
以
上
、
嵯
峨
本
平
井
本
の
本
文
に
対
立
す
る
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
に
つ
い
て
、
①
異
文
六
例
、
②
嵯
峨
本
平
井
本
の
平
仮
名
と
烏
丸
本
近
衛
本
の
漢
字
表
記
の
異
同
一
三
例
、
③
嵯
峨
本
平
井
本
の
漢
字
と
烏
丸
本
田
中
本
の
平
仮
名
の
異
同
三
例
、
④
嵯
峨
本
平
井
本
の
漢
字
と
烏
丸
本
田
中
本
の
漢
字
表
記
の
異
同
一
例
、
⑤
烏
丸
本
田
中
本
に
あ
る
語
句
を
脱
字
す
る
嵯
峨
本
平
井
本
の
異
同
三
例
、
⑥
烏
丸
本
田
中
本
に
増
字
す
る
嵯
峨
本
平
井
本
の
異
同
七
例
、
⑦
嵯
峨
本
平
井
本
に
脱
字
す
る
烏
丸
本
田
中
本
の
異
同
二
例
、
⑧
烏
丸
本
田
中
本
に
対
す
る
嵯
峨
本

平
井
本
の
音
便
化
二
例
、
⑨
嵯
峨
本
平
井
本
の
訓
読
に
対
す
る
烏
丸
本
田
中
本
に
共
通
す
る
音
読
の
異
同
二
例
、
計
九
種
三
九
例
を
分
析
し
た
。
①
異
文
②
平
仮
名
と
漢
字
表
記
の
異
同
に
お
い
て
『
寿
命
院
抄
』
が
指
摘
し
た
典
拠
に
基
づ
く
烏
丸
本
の
校
訂
本
文
を
認
め
た
。
烏
丸
本
系
統
第
一
類
（
桃
園
文
庫
本
嵯
峨
本
）
と
烏
丸
本
系
統
第
二
類
（
烏
丸
本
近
衛
本
）
第
三
類
（
田
中
本
）
を
分
類
す
る
基
準
と
な
る
性
格
で
あ
る
。
即
ち
、
烏
丸
本
系
統
の
第
一
類
嵯
峨
本
と
平
井
本
の
近
似
性
を
示
す
共
通
本
文
で
あ
る
。
三
嵯
峨
本
に
対
立
す
る
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
第
一
に
、
嵯
峨
本
に
対
立
す
る
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
一
二
例
の
内
、
異
文
四
例
を
列
挙
す
る
。
（
「
」
内
は
嵯
峨
本
、
〔
〕
内
は
平
井
本
烏
丸
本
田
中
本
。
傍
線
は
異
同
箇
所
を
示
す
。
以
下
、
同
）
第
二
段
「
か
ゝ
せ
給
つ
る
に
も
」
〔
へ
〕
、
第
七
段
「
さ
る
ゆ
く
す
ゑ
」
〔
か
〕
、
第
七
九
段
「
し
り
ふ
る
事
と
て
」〔
た
〕、
第
二
一
七
段
「
た
の
し
と
ひ
せ
ん
よ
り
は
」〔
ひ
と
〕
第
二
段
嵯
峨
本
「
か
ゝ
せ
給
つ
る
に
も
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
陽
明

左
、
烏
丸
第
一
類
嵯
峨
）
は
、
正
徹
本
に
一
致
す
る
。
字
体
が
似
す
る
「
給
へ
る
」
（
正
徹
本
系
統
龍
谷

中
田
藍
表
紙
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
平
井
第
二
類
烏
丸

近
衛
第
三
類
田
中
）
は
、
龍
谷
本
以
降
の
多
く
の
諸
本
の
本
文
で
あ
る
。
第
七
段
嵯
峨
本
「
さ
る
ゆ
く
す
ゑ
」
（
常
縁
本
系
統
卜
部
（
傍
書
「
か
」
）
、
幽
齋
第
三
類
天
理
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
嵯
峨
）
は
、
「
さ
か
ゆ
く
す
ゑ
」
（
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
（
卜
部
を
除
く
）、
幽
齋
本
系
統
（
第
三
類
天
理
を
除
く
）、
烏
丸
第
二
類
烏
丸
近
衛
）
の
誤
写
で
あ
る
。
第
七
九
段
嵯
峨
本
「
し
り
ふ
る
事
と
て
」
（
烏
丸
第
一
類
嵯
峨
）
は
、
独
自
異
文
で
あ
る
。
「
し
り
た
る
事
と
て
」
（
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
、
烏
丸
本
系
統
（
第
一
類
嵯
峨
を
除
く
））
の
意
改
に
よ
る
誤
写
で
あ
る
。
第
二
一
七
段
嵯
峨
本
「
た
の
し
と
ひ
せ
ん
よ
り
は
」
は
、
独
自
異
文
で
あ
る
。「
た
の
し
ひ
と
」
の
古
活
字
の
誤
植
で
あ
る
。
第
二
に
、
嵯
峨
本
の
漢
字
表
記
に
対
し
て
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
す
る
平
仮
名
表
記
（
清
濁
は
異
同
と
し
な
い
。
以
下
、
同
）
二
例
を
列
挙
す
る
。
第
一
一
二
段
「
切
に
く
事
も
」
〔
な
け
な
げ
〕
、
第
二
二
一
段
「
紺
の
布
四
五
段
に
て
」
〔
た
ん
〕
第
一
一
二
段
嵯
峨
本
「
切
に
く
事
も
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明

左
藍
表
紙
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
第
三
類
吉
田
天
理
日
大
梶
井
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
嵯
峨
）
は
、
正
徹
本
系
統
陽
明
文
庫
本

左
文
庫
本
以
降
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
嵯
峨
本
に
至
る
本
文
で
あ
る
。
平
井
本
烏
丸
本
「
な
け
く
」
田
中
本
「
な
げ
く
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
龍
谷
中
田
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
東
大
松
井
御
所
太
宰

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第
二
類
永
青
第
三
類
河
野
大
妻
静
嘉
雲
母
、
烏
丸
第
二
類
烏
丸
第
三
類
田
中
）
は
、
正
徹
本
龍
谷
本
以
降
烏
丸
本
系
統
第
二
類
烏
丸
本
第
三
類
田
中
本
に
至
る
本
文
で
あ
る
。
第
二
二
一
段
嵯
峨
本
「
紺
の
布
四
五
段
」
（
正
徹
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
御
所
第
二
類
永
青
第
三
類
河
野
大
妻
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
正
徹
本
系
統
以
降
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
に
至
る
本
文
で
あ
る
。
平
井
本
烏
丸
本
系
統
第
二
類
烏
丸
本

第
三
類
田
中
本
「
た
ん
」
は
、
常
縁
本
系
統
に
一
致
す
る
。
幽
齋
本
系
統
第
一
類
第
三
類
は
「
端
」
で
あ
る
。
第
三
に
、
嵯
峨
本
に
対
す
る
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
す
る
増
字
二
例
を
列
挙
す
る
。
第
一
四
〇
段
「
身
死
〔
し
〕
て
」、
第
二
一
九
段
「
上
〔
の
穴
〕
雙
調
」
第
一
四
〇
段
嵯
峨
本
「
身
死
て
」
に
対
す
る
平
井
本
烏
丸
本
田
中
本
「
身
死
し
て
」
（
幽
齋
第
三
類
日
大
、
烏
丸
第
二
類
烏
丸
第
三
類
田
中
）
の
「
し
」
の
増
字
は
幽
齋
本
系
統
第
三
類
日
大
本
や
烏
丸
本
系
統
第
二
類
第
三
類
の
異
文
で
、
漢
語
調
で
あ
る
。
「
身
し
に
て
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹

左
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
三
類
河
野
雲
母
）
は
和
文
調
で
あ
る
。
な
お
、
幽
齋
本
系
統
第
一
類
臼
杵
本
「
身
死
て
（
振
り
仮
名
「
ミ
シ
ニ
」
）」
に
よ
り
、
正
徹
本
系
統
藍
表
紙
本
、
幽
齋
本
系
統
第
一
類
同
第
二
類
同
第
三
類
吉
田
本
天
理
本
大
妻
本
静
嘉
堂
文
庫
本
、
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
の
「
身
死
て
」
は
「
身
し
に
て
」
と
読
む
。
ほ
か
に
「
身
に
し
み
て
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明
）
の
誤
写
が
あ
る
。
第
二
一
九
段
平
井
本
烏
丸
本
田
中
本
「
の
穴
」
の
増
字
は
烏
丸
本
系
統
第
二
類
第
三
類
の
異
文
で
あ
る
（
註
）。
第
四
に
、
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
に
対
す
る
嵯
峨
本
の
脱
字
三
例
を
列
挙
す
る
。
第
七
二
段
「
前
栽
に
〔
石
〕
草
木
の
お
ほ
き
」
、
第
一
三
〇
段
「
失
な
り
〔
人
に
〕
勝
ん
こ
と
、
第
二
三
一
段
「
興
な
く
て
や
す
ら
か
な
る
〔
か
〕
〔が
〕」
第
七
二
段
嵯
峨
本
「
前
栽
に
草
木
の
お
ほ
き
」
（
常
縁
本
系
統
（
岸
上
を
除
く
）、
幽
齋
第
三
類
天
理
日
大
）
は
、
平
井
本
烏
丸
本
田
中
本
「
前
栽
に
石
草
木
の
お
ほ
き
」
（
正
徹
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
第
二
類
烏
丸
近
衛
第
三
類
田
中
）
の
「
石
」
を
脱
字
し
た
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
第
三
類
天
理
本
日
大
本
と
一
致
す
る
。
な
お
、
京
都
大
学
寄
託
奥
野
春
枝
蔵
嵯
峨
本
に
は
、
後
筆
補
記
「
石
」
が
あ
る
。
第
一
三
〇
段
嵯
峨
本
「
人
に
」
の
脱
字
は
嵯
峨
本
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
第
二
三
一
段
嵯
峨
本
「
興
な
く
て
や
す
ら
か
な
る
」
（
幽
齋
第
一
類
太
宰
第
三
類
雲
母
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
嵯
峨
）
は
、
平
井
本
烏
丸
本
田
中
本
「
興
な
く
て
や
す
ら
か
な
る
か
（「
が
」）
ま
さ
り
た
る
」
（
正
徹
本
系
統
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
（
第
一
類
太
宰
第
三
類
雲
母
を
除
く
）、
烏
丸
第
二
類
烏
丸
近
衛
第
三
類
田
中
）
の
主
語
「
か
」
（
「
が
」
）
を
脱
字
し
た
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
の
本
文
を
承
け
て
い
る
。
第
五
に
、
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
に
対
す
る
嵯
峨
本
の
増
字
一
例
を
示
す
。
第
一
九
〇
段
「
妻
子
と
い
ふ
も
の
こ
そ
」〔
ナ
シ
〕
第
一
九
〇
段
嵯
峨
本
「
妻
子
と
い
ふ
も
の
こ
そ
」
（
烏
丸
第
一
類
桃
園
嵯
峨
）
は
、
平
井
本
烏
丸
本
田
中
本
「
妻
と
い
ふ
も
の
こ
そ
」
（
正
徹
本
系
統
藍
表
紙
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
第
三
類
、
烏
丸
第
二
類
烏
丸
近
衛
第
三
類
田
中
）
に
「
子
」
を
増
字
し
た
烏
丸
本
系
統
第
一
類
桃
園
文
庫
本
を
承
け
て
い
る
。
正
徹
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
第
二
類
と
第
三
類
は
「
め
と
い
ふ
も
の
こ
そ
」
で
あ
る
。
幽
齋
本
系
統
第
三
類
大
妻
本
は
河
野
本
の
「
め
」
を
「
女
」
に
誤
写
し
て
い
る
。
幽
齋
本
系
統
第
三
類
天
理
本
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「
妻
女
と
い
ふ
も
の
こ
そ
」
は
、
幽
齋
本
系
統
第
一
類
「
妻
」
に
「
女
」
を
加
え
た
独
自
異
文
で
あ
る
。
以
上
、
嵯
峨
本
に
対
立
す
る
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
に
つ
い
て
、
①
異
文
四
例
、
②
嵯
峨
本
の
漢
字
表
記
に
対
し
て
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
す
る
平
仮
名
表
記
二
例
、
③
嵯
峨
本
に
対
す
る
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
す
る
増
字
二
例
、
④
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
に
対
す
る
嵯
峨
本
の
脱
字
三
例
、
⑤
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
に
対
す
る
嵯
峨
本
の
増
字
一
例
、
計
五
種
一
二
例
を
分
析
し
た
。
①
字
体
の
近
似
に
よ
る
誤
写
の
独
自
異
文
、
古
活
字
の
誤
植
、
④
脱
字
、
⑤
増
字
な
ど
嵯
峨
本
の
欠
点
に
な
る
本
文
を
平
井
本
は
持
た
な
い
。
た
だ
し
、
③
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
に
共
通
す
る
増
字
は
、
烏
丸
本
系
統
第
二
類

第
三
類
の
異
文
で
あ
る
。
四
嵯
峨
本
と
平
井
本
及
び
烏
丸
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
田
中
本
の
本
文
第
一
に
、
嵯
峨
本
と
平
井
本
及
び
烏
丸
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
田
中
本
の
本
文
一
五
例
の
内
、
異
文
八
例
を
列
挙
す
る
。
（「
」
内
は
嵯
峨
本
平
井
本
烏
丸
本
、〔
〕
内
は
田
中
本
。
傍
線
は
異
同
箇
所
を
示
す
。
以
下
、
同
）
第
二
〇
段
「
た
ゝ
空
の
名
残
の
み
そ
お
し
き
」
〔
お
か
し
き
〕
、
第
四
四
段
「
都
よ
り
は
」
〔
つ
ね
〕
、
第
七
一
段
「
目
に
み
ゆ
る
物
も
」
〔
を
〕
、
第
一
〇
六
段
「
上
人
な
を
い
き
ま
き
て
」
〔
す
ぎ
〕
、
第
一
二
二
段
「
食
は
人
の
命
」
〔
天
〕
、
第
一
八
九
段
「
一
年
の
う
ち
も
か
く
の
こ
と
し
」
〔
事
〕
、
第
二
一
九
段
「
中
と
六
と
の
あ
は
ひ
に
」
〔
下
〕
、
第
二
三
四
段
「
き
ゝ
も
ら
す
あ
た
り
も
あ
れ
は
」〔
こ
と
〕
第
二
〇
段
田
中
本
「
お
か
し
き
」
は
意
改
に
よ
る
誤
写
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
嵯
峨
本

平
井
本
烏
丸
本
「
お
し
き
」
（
正
徹
本
系
統
（
藍
表
紙
を
除
く
）、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
本
系
統
（
第
二
類
永
青
第
三
類
吉
田
を
除
く
）、
烏
丸
本
系
統
（
第
三
類
田
中
を
除
く
））
が
文
脈
か
ら
的
確
で
あ
る
。
他
に
、「
惜
き
」
（
正
徹
本
系
統
藍
表
紙
）、「
を
し
き
」
（
幽
齋
第
二
類
永
青

幽
齋
第
三
類
吉
田
）
が
あ
る
。
第
四
四
段
田
中
本
「
つ
ね
」
（
烏
丸
第
一
類
桃
園
の
傍
書
「
つ
ね
」
）
は
、
独
自
異
文
で
あ
る
。
「
宮
こ
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
龍
谷
陽
明
中
田
、
幽
齋
第
三
類
静
嘉
雲
母
）
が
古
態
性
を
示
し
、
「
都
」
（
正
徹
本
系
統
左
、
常
縁
本
系
統
常
縁
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
御
所
幽
齋
第
二
類
永
青
天
理
河
野
大
妻
静
嘉
、
烏
丸
第
一
類
嵯
峨
平
井
第
二
類
烏
丸
近
衛
）、「
み
や
こ
」
（
常
縁
本
系
統
菊
亭
卜
部

岸
上
、
幽
齋
第
一
類
東
大
松
井
太
宰
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）、
「
宮
古
」
（
幽
齋
第
三
類
吉
田
日
大
）
の
表
記
が
続
く
。
第
七
一
段
田
中
本
「
め
に
み
ゆ
る
物
を
（
も
イ
）」
は
、
誤
写
に
よ
る
独
自
異
文
で
あ
る
。
他
の
諸
本
は
「
も
」
で
、
前
文
「
人
の
い
ふ
こ
と
も
」
と
呼
応
す
る
文
脈
か
ら
も
的
確
な
本
文
で
あ
る
。
続
く
「
わ
が
心
の
う
ち
も
」
（
正
徹
本
系
統
龍
谷
中
田

左
、
常
縁
本
系
統
（
常
縁
を
除
く
）、
幽
齋
本
系
統
（
第
三
類
静
嘉

雲
母
を
除
く
））
は
、
「
わ
か
心
の
中
に
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
陽
明
、
幽
齋
第
三
類
静
嘉

雲
母
）
の
異
同
が
あ
る
。
な
お
、
正
徹
本
系
統
藍
表
紙
本
と
常
縁
本
系
統
常
縁
本
は
脱
文
し
て
い
る
。
第
一
〇
六
段
田
中
本
「
上
人
な
を
い
き
す
ぎ
て
」
は
、
独
自
異
文
で
あ
る
。
「
い
き
め
き
て
」
（
正
徹
本
系
統
中
田
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
三
類
静
嘉
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
の
「
め
（
女
）
」
を
「
す
（
數
）
」
に
誤
写
し
た
こ
と
に
よ
る
。
嵯
峨
本
平
井
本
烏
丸
本
「
い
き
ま
き
て
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
龍
谷
陽
明

左
、
幽
齋
本
系
統
（
静
嘉
を
除
く
）、
烏
丸
第
一
類
嵯
峨
平
井
第
二
類
烏
丸
近
衛
）
が
古
態
性
を
示
す
表
記
で
あ
る
。
第
一
二
二
段
田
中
本
「
天
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
龍
谷
中
田
、
常
縁
本
系
統
（
岸
上
を
除
く
）、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
太
宰
幽
齋
第
二
類
永
青
幽
齋
第
三
類
（
雲
母
を
除
く
））
は
、
「
命
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明

左
藍
表
紙
、
常
縁
本
系
統
岸
上
、
幽
齋
第
一
類
東
大
松
井
御
所
幽
齋
第
三
類
雲
母
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
嵯
峨
平
井
烏
丸
第
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二
類
烏
丸
近
衛
）
に
対
立
す
る
。
「
食
は
、
人
の
天
な
り
。
」
は
、
『
壽
命
院
抄
（
註
）』
に
「
食
ハ
人
ノ
天
也
」
の
典
拠
と
し
て
『
帝
範
務
農
』
（
第
十
）
の
「
夫
食
ハ
為
二
人
ノ
天
一
」
が
載
る
。
「
命
」
は
意
改
と
思
わ
れ
る
。
第
一
八
九
段
田
中
本
「
事
」
（
明
暦
刊
本
「
事
」
伝
中
和
門
院
本
「
こ
と
」
（
註
））
は
、
独
自
異
文
で
あ
る
。
中
和
門
院
は
、
近
衛
前
久
女
で
、
後
水
尾
院
の
母
で
あ
る
。
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
六
月
院
号
を
宣
下
さ
れ
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
七
月
崩
御
。
嵯
峨
本
烏
丸
本
「
う
ち
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹

中
田

左
、
常
縁
本
系
統
菊
亭
岸
上
、
幽
齋
第
一
類
（
東
大
松
井
を
除
く
）
幽
齋
第
二
類
永
青
幽
齋
第
三
類
（
雲
母
を
除
く
）、
烏
丸
第
一
類
桃
園
嵯
峨
平
井
）
は
古
態
性
を
示
し
、
「
内
」
（
正
徹
本
系
統
藍
表
紙
、
常
縁
本
系
統
常
縁
、
幽
齋
第
一
類
桂
宮
東
大
）
と
と
も
に
本
来
の
文
意
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
「
中
」
（
正
徹
本
系
統
陽
明
藍
表
紙
、
幽
齋
第
三
類
雲
母
烏
丸
第
二
類
烏
丸
近
衛
）
も
「
う
ち
」
と
読
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
一
九
段
田
中
本
「
中
と
下
と
の
あ
は
ひ
に
」
（
明
暦
刊
本
伝
中
和
門
院
本
（
註
））
は
、
「
六
」
の
誤
写
に
よ
る
独
自
異
文
で
あ
る
。
他
の
諸
本
は
す
べ
て
「
六
」
で
あ
る
。
第
二
三
四
段
田
中
本
「
き
ゝ
も
ら
す
こ
と
も
あ
れ
は
」
は
、
意
改
に
よ
る
独
自
異
文
で
あ
る
。
他
の
諸
本
は
「
あ
た
り
」
で
あ
る
。
第
二
に
、
嵯
峨
本
平
井
本
烏
丸
本
の
平
仮
名
に
対
し
て
田
中
本
の
漢
字
表
記
七
例
を
列
挙
す
る
。
第
二
三
段
「
お
と
ろ
へ
た
る
末
の
世
」〔
衰
〕、
第
四
一
段
「
木
の
ま
た
に
つ
い
ゐ
て
」〔
〕
（
註
	）、
第
六
四
段
「
あ
る
人
」
〔
或
〕
、
第
九
八
段
「
い
と
ま
あ
る
身
」
〔
暇
〕
、
第
一
一
三
段
「
お
ほ
か
た
」
〔
方
〕
、
第
一
三
四
段
「
つ
た
な
き
を
し
ら
は
」
〔
拙
〕
、
第
一
五
〇
段
「
道
に
な
つ
ま
す
」〔
泥
〕
田
中
本
の
漢
字
「
衰
」、「
或
人
」、「
大
方
」、「
拙
」
は
、
意
を
解
し
た
妥
当
す
る
漢
字
で
あ
る
。「
」
は
、
難
読
漢
字
で
あ
る
。
以
上
、
嵯
峨
本
平
井
本
と
烏
丸
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
田
中
本
の
本
文
に
つ
い
て
、
①
異
文
八
例
、
②
嵯
峨
本
平
井
本
と
烏
丸
本
の
平
仮
名
に
対
す
る
田
中
本
の
漢
字
表
記
七
例
、
計
二
種
一
五
例
を
列
挙
し
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
平
井
本
は
、
①
烏
丸
本
系
統
第
三
類
田
中
本
の
意
改
誤
写
に
よ
る
独
自
異
文
や
②
難
読
漢
字
な
ど
の
劣
化
し
た
第
三
類
の
本
文
と
は
異
な
る
こ
と
を
認
め
る
。
五
嵯
峨
本
と
烏
丸
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
平
井
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
嵯
峨
本
と
烏
丸
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
平
井
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
一
例
を
示
す
。
（
「
」
内
は
嵯
峨
本
烏
丸
本
、
〔
〕
内
は
平
井
本
田
中
本
。
傍
線
は
異
同
箇
所
を
示
す
。）
第
八
五
段
「
か
り
に
も
賢
を
ま
な
ふ
へ
か
ら
す
」〔
へ
し
べ
し
〕
第
八
五
段
平
井
本
「
へ
し
」
田
中
本
「
べ
し
（
傍
書
「
か
ら
す
イ
」
）」
は
意
改
に
よ
る
誤
写
で
あ
る
。
他
の
諸
本
は
「
へ
か
ら
す
」
で
あ
る
（
註

）。
六
嵯
峨
本
や
烏
丸
本
に
対
立
す
る
平
井
本
田
中
本
の
共
通
本
文
嵯
峨
本
や
烏
丸
本
に
対
立
す
る
平
井
本
田
中
本
の
共
通
本
文
一
例
を
示
す
。
（「
」
内
は
嵯
峨
本
、
〔
〕
内
は
烏
丸
本
、
［
］
内
は
平
井
本
田
中
本
。
傍
線
は
異
同
箇
所
を
示
す
。）第
三
八
段
「
譏
の
も
と
」〔
毀
〕［
そ
し
り
］
そし
り

第
三
八
段
嵯
峨
本
「
譏
の
も
と
」
（
正
徹
本
系
統
左
、
幽
齋
第
一
類
御
所
幽
齋
第
二
類

幽
齋
第
三
類
天
理
）
は
、
幽
齋
本
系
統
第
一
類
臼
杵
本
東
大
本
の
振
り
漢
字
の
「
譏
」
―56―
に
あ
る
。
烏
丸
本
「
毀
」
は
、
烏
丸
光
廣
が
校
訂
し
た
独
自
異
文
で
あ
る
。
平
井
本

田
中
本
「
そ
し
り
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
龍
谷
陽
明
中
田
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
東
大
松
井
太
宰
幽
齋
第
三
類
吉
田
河
野
大
妻
日
大
静
嘉

雲
母
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
烏
丸
第
二
類
近
衛
烏
丸
第
三
類
田
中
）
に
は
、
古
態
性
を
認
め
る
。七
嵯
峨
本
平
井
本
烏
丸
本
田
中
本
そ
れ
ぞ
れ
が
対
立
す
る
本
文
嵯
峨
本
平
井
本
烏
丸
本
田
中
本
が
そ
れ
ぞ
れ
対
立
す
る
本
文
二
例
を
列
挙
す
る
。
（
「
」
内
は
嵯
峨
本
、
［
］
内
は
平
井
本
、
〔
〕
内
は
烏
丸
本
、

内
は
田
中
本
。
傍
線
は
異
同
箇
所
を
示
す
。）
第
二
三
段
「
夜
の
せ
よ
」
［
ま
う
け
］
〔
設
〕
ま
ふ
け
、
第
三
〇
段
「
ふ
る
き
墓
」
［
ふ
る
き
は
か
］〔
古
墳
〕
古つ
か

第
二
三
段
嵯
峨
本
「
夜
の
せ
よ
」
（
正
徹
本
系
統
左
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
御
所
幽
齋
第
二
類
幽
齋
第
三
類
天
理
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
は
、
烏
丸
本
第
一
類
桃
園
文
庫
本
を
承
け
て
い
る
。
平
井
本
「
ま
う
け
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
龍
谷
陽
明
中
田
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
東
大
松
井
太
宰
幽
齋
第
三
類
吉
田
河
野
大
妻
日
大

雲
母
）
に
は
、
古
態
性
を
認
め
る
。
烏
丸
本
「
設
」
は
、
烏
丸
光
廣
が
校
訂
し
た
独
自
異
文
で
あ
る
。
田
中
本
「
ま
ふ
け
」
（
幽
齋
第
三
類
静
嘉
、
烏
丸
第
三
類
田
中
）
は
、
幽
齋
本
系
統
第
三
類
以
降
の
異
文
で
あ
る
。
第
三
〇
段
嵯
峨
本
「
ふ
る
き
墓
」
（
幽
齋
第
一
類
御
所
、
烏
丸
第
一
類
嵯
峨
）
平
井
本
「
ふ
る
き
は
か
」
（
烏
丸
本
系
統
平
井
）
は
、
「
去
者
日
以
疎
來
者
日
以
親
出
二
郭
門
一
直
視
但
見
二
丘
與
一
レ
墳
古
墓
犁
為
レ
田
、
松
柏
摧
為
レ
薪
」
（
『
文
選
』
雑
詩
上
、
古
詩
十
九
首
（
註
））
や
「
古
墓
何
代
人
、
不
レ
知
二
姓
与
一
レ
名
、
化
作
二
路
傍
土
一 、
年
々
春
草
生
」
（
『
白
氏
文
集
』
続
古
詩
十
首
第
二
首
（
『
寿
命
院
抄
（
註
）』
））
の
典
拠
に
よ
る
校
訂
異
文
で
あ
る
。
烏
丸
本
「
古
墳
」
は
、
烏
丸
光
廣
が
、
同
じ
く
典
拠
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
独
自
異
文
で
あ
る
。
近
衛
本
「
古
き
塚
」
（
幽
齋
第
三
類
静
嘉
）
は
、
「
ふ
る
き
つ
か
」
（
正
徹
本
系
統
正
徹
龍
谷
陽
明
中
田
、
常
縁
本
系
統
、
幽
齋
第
一
類
東
大
松
井
太
宰
幽
齋
第
三
類
日
大
雲
母
、
烏
丸
第
一
類
桃
園
）
「
ふ
る
き
塚
」
（
正
徹
本
系
統
左
、
幽
齋
第
一
類
臼
杵
桂
宮
御
所
幽
齋
第
二
類
幽
齋
第
三
類
天
理
河
野
）
の
漢
字
化
が
進
ん
だ
表
記
で
あ
る
。
「
古
つ
か
」
（
烏
丸
第
三
類
田
中
）
は
、
送
り
仮
名
「
き
」
の
省
略
に
よ
る
熟
語
化
と
見
ら
れ
る
。
以
上
、
五
嵯
峨
本
と
烏
丸
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
平
井
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
一
例
に
平
井
本
田
中
本
の
意
改
に
よ
る
誤
写
、
六
嵯
峨
本
や
烏
丸
本
に
対
立
す
る
平
井
本
田
中
本
の
共
通
本
文
一
例
に
平
井
本
田
中
本
の
平
仮
名
に
古
態
性
を
認
め
、
七
嵯
峨
本
平
井
本
烏
丸
本
田
中
本
そ
れ
ぞ
れ
が
対
立
す
る
本
文
二
例
に
平
井
本
の
平
仮
名
に
古
態
性
や
典
拠
に
基
づ
く
校
訂
異
文
を
認
め
た
。
結
『
徒
然
草
』
烏
丸
本
系
統
平
井
聖
博
士
蔵
本
の
性
格
を
第
一
類
嵯
峨
本
第
二
類
烏
丸
本
と
第
三
類
田
中
本
の
章
段
区
分
と
本
文
異
同
の
二
面
か
ら
明
確
に
し
て
き
た
。
第
一
項
で
は
、
章
段
の
継
続
は
、
嵯
峨
本
（
三
例
、
前
行
末
尾
で
改
段
不
明
確
一
一
例
）
烏
丸
本
（
四
例
）
と
田
中
本
（
三
例
）
に
対
し
て
、
平
井
本
（
二
例
）
で
、
章
段
の
細
分
化
は
平
井
本
（
二
例
）
に
少
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
前
段
が
末
尾
ま
で
詰
め
て
あ
り
、
改
段
が
不
明
確
な
章
段
（
三
五
例
）
が
多
い
。
第
二
項
で
は
、
嵯
峨
本
と
平
井
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
異
文
三
九
例
を
九
種
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
誤
写
脱
字
増
字
な
ど
第
一
類
（
桃
園
文
庫
本
嵯
峨
本
）
と
第
二
類
（
烏
丸
本
）
及
び
第
三
類
（
田
中
本
）
を
分
類
す
る
基
準
と
な
る
性
格
を
確
認
し
、
第
一
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類
嵯
峨
本
と
平
井
本
の
近
似
性
を
確
認
し
た
。
第
三
項
で
は
、
嵯
峨
本
に
対
立
す
る
平
井
本
と
烏
丸
本
と
田
中
本
の
共
通
本
文
一
二
例
を
五
種
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
嵯
峨
本
の
誤
写
誤
植
、
脱
字
増
字
な
ど
の
欠
点
に
な
る
本
文
を
平
井
本
は
持
た
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
四
項
で
は
、
嵯
峨
本
と
平
井
本
及
び
烏
丸
本
の
共
通
本
文
に
対
立
す
る
田
中
本
の
本
文
一
五
例
を
二
種
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
平
井
本
は
、
田
中
本
の
誤
写
に
よ
る
独
自
異
文
（
脱
字
増
字
）
や
難
読
漢
字
な
ど
の
劣
化
し
た
本
文
と
は
異
な
る
性
格
を
認
め
た
。
第
五
項
か
ら
七
項
に
お
い
て
、
平
井
本
の
平
仮
名
に
古
態
性
を
認
め
た
。
平
井
聖
博
士
蔵
本
は
、
江
戸
初
期
写
の
烏
丸
本
系
統
第
一
類
を
主
と
す
る
性
格
で
あ
る
。
註
1
齋
藤
彰
「
徒
然
草
烏
丸
本
系
統
第
二
類
の
性
格
日
本
大
学
文
理
学
部
蔵
近
衛
信
尹
本
と
烏
丸
本
の
近
似
性
」
（「
学
苑
」
第
八
七
九
号
平
成
二
六
年
一
月
）
参
照
。
2
齋
藤
彰
「
徒
然
草
烏
丸
本
系
統
第
三
類
の
性
格
嵯
峨
本
烏
丸
本
に
対
す
る
田
中
忠
三
郎
蔵
本
の
劣
化
性
」
（「
学
苑
」
第
八
九
一
号
平
成
二
七
年
一
月
）
参
照
。
3
齋
藤
彰
『
徒
然
草
の
研
究
』
第
一
章
七
「
烏
丸
本
系
統
つ
れ

草
の
源
桃
園
文
庫
蔵
室
町
期
写
本
の
性
格
」
（
風
間
書
房
平
成
一
〇
年
二
月
）
一
二
四
頁
参
照
。
2「
桃
園
文
庫
本
と
烏
丸
本
の
本
文
比
較
」
の
項
目
所
収
。
4
齋
藤
彰
『
徒
然
草
の
研
究
』
第
一
章
八
「
烏
丸
光
広
筆
つ
れ

草
の
性
格
嵯
峨
本
と
御
所
本
の
近
似
性
」
（
風
間
書
房
平
成
一
〇
年
二
月
）
一
二
七
頁
～
一
三
五
頁
参
照
。
1「
烏
丸
光
広
本
と
嵯
峨
本
と
の
比
較
」
の
項
目
所
収
。
5
齋
藤
彰
「
幽
齋
本
系
統
つ
れ

草
第
三
類
の
性
格
（
二
）
慶
長
初
期
刊
雲
母
古
活
字
本
と
日
大
本
の
近
似
性
」
（
「
学
苑
」
第
八
六
七
号
平
成
二
五
年
一
月
）
四
〇
頁
四
一
頁
参
照
。
6
註
3一
一
三
頁
参
照
。
7
註
3一
一
〇
頁
参
照
。
8
吉
沢
貞
人
編
『
徒
然
草
つ
れ
づ
れ
草
寿
命
院
抄
』
（
中
部
日
本
教
育
文
化
会
昭
和
五
七
年
三
月
、
改
訂
版
昭
和
五
九
年
三
月
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
（
特
一
一
九
）
の
翻
刻

解
説
、
一
九
七
頁
、
川
瀬
一
馬
『
徒
然
草
壽
命
院
抄
解
説
』
（
松
雲
堂
書
店
昭
和
六
年
六
月
）
複
製
参
照
。
9
竹
内
照
夫
『
礼
記
（
上
）』
（
新
釈
漢
文
大
系
27
明
治
書
院
昭
和
四
六
年
四
月
）
一
一
頁
参
照
。
10
註
8一
七
五
頁
「
則
無
恒
産
、
因
無
恒
心
。」
参
照
。
11
内
野
熊
一
郎
『
孟
子
』
（
新
釈
漢
文
大
系
4
明
治
書
院
昭
和
三
七
年
六
月
）
一
六
六
頁

一
六
七
頁
参
照
。
12
註
8二
〇
二
頁
参
照
。
13
小
野
沢
精
一
『
書
経
下
』
（
新
釈
漢
文
大
系
26
明
治
書
院
昭
和
六
〇
年
四
月
）
三
七
八
頁
参
照
。
14
註
3一
一
六
頁
参
照
。
15
註
3一
一
七
頁
参
照
。
16
註
8一
四
八
頁
参
照
。
17
高
乗
勲
『
徒
然
草
の
研
究
』
（
自
治
日
報
社
昭
和
四
三
年
三
月
）
二
六
一
頁
参
照
。
18
註
17九
九
八
頁
参
照
。
19
『
大
漢
和
辞
典
巻
一
』
（
大
修
館
書
店
修
訂
版
第
一
刷
昭
和
五
九
年
四
月
）
六
四
四
頁
「
」（「
役
」）
参
照
。
20
註
17七
八
一
頁
七
八
二
頁
参
照
。
21
内
田
泉
之
助
網
祐
次
『
文
選
（
詩
）
（
下
）』
（
新
釈
漢
文
大
系
15
明
治
書
院
昭
和
三
九
年
一
二
月
、
3版
昭
和
四
二
年
九
月
）
五
六
七
頁
参
照
。
22
註
8四
九
頁
参
照
。
（
さ
い
と
う
あ
き
ら
本
学
名
誉
教
授
）
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